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質
問　
毎
年
進
行
す
る
少

子
化
と
町
の
人
口
減
少
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め

に
も
、
手
厚
い
子
育
て
支

援
策
と
在
宅
介
護
支
援
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
一
般
会
計
予
算
の

１
％
・
約
１
億
４
０
０
０
万

円
の
活
用
で
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
町
長
、
教
育
長

の
所
見
を
伺
う
。

問
①　
学
校
給
食
費
を
第

２
子
以
降
無
償
化
に
す
る

な
ど
、
段
階
的
に
取
り
組

む
べ
き
。

町
長
　
令
和
元
年
度
よ

り
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

し
て
学
校
給
食
費
補
助
拡

大
を
開
始
し
、
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。

問
②　
医
療
費
の
無
償
化

を
高
校
生
ま
で
拡
大
す
べ

き
。

町
長
　
町
単
独
で
実
施
す

る
予
定
は
な
い
。

問
③
　
在
宅
で
家
族
介
護

の
人
達
に
、
月
額
１
万
円

支
給
の
在
宅
介
護
支
援
制

度
を
設
置
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
長
　
町
は
、
介
護
保
険

や
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る

こ
と
で
、
家
族
介
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
後
期
高
齢
者
医

療
で
は
、
保
険
料
増
加
抑

制
の
た
め
に
、
特
別
対
策

に
か
か
る
費
用
を
町
の
一

般
財
源
で
賄
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
在
、

直
接
的
な
介
護
手
当
の
給

付
は
考
え
て
い
な
い
。

子
育
て
・
介
護
支
援
で

 

更
な
る
福
祉
の
充
実
を

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

 

学
校
給
食
費
の
補
助
を
拡
大
し
た

大
坪　
国
広　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

改善に向け、より一層参画していきたい

小川　龍美　議員（公明党）

町長

質
問　
「
ふ
れ
っ
し
ゅ
は

う
す
」
は
、
地
元
農
家
の

と
れ
た
て
野
菜
や
安
全
・

安
心
な
材
料
を
使
っ
た
加

工
品
、
植
木
や
苗
な
ど
を

売
っ
て
い
る
直
売
所
で
あ

る
。

　
多
く
の
人
に
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
が
、
現
状
は

認
知
度
、
利
用
率
が
高
い

と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
町
内
外
の
多
く
の
人

に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
町
民
に
と
っ
て
も
農

家
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
で

あ
り
、
町
の
発
展
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
利
用

率
向
上
の
た
め
様
々
な
改

善
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
年
々
、
買
い
物
客

の
利
用
が
減
り
、
売
り
上

げ
も
減
少
傾
向
で
、
維
持

管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
課
題

解
決
に
向
け
、
３０
年
11
月

に
意
欲
あ
る
直
売
所
会
員

を
中
心
に
、
農
畜
産
物
直

売
所
改
善
委
員
会
が
設
立

さ
れ
、
施
設
や
運
営
面
な

ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

改
善
策
が
検
討
さ
れ
た
。

利
用
率
向
上
に
は
、
単
に

Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
提
供

品
目
の
見
直
し
、
経
営
の

在
り
方
、
施
設
や
運
営
面

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
解
決
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
町
と
し

て
は
、
運
営
委
員
会
と
共

に
、
改
善
に
向
け
、
よ
り

一
層
参
画
し
て
い
き
た
い
。

農畜産物直売所「ふれっしゅはうす」

経常収支比率比較表（瑞穂町の財政分析より）

中学校の給食

「この町で子育てをしたい」
と思えるまちづくりを

近藤　　浩　議員（改革みずほの会）

質
問　
我
が
町
は
長
年
健

全
財
政
を
堅
持
し
て
き
た
。

し
か
し
、
社
会
保
障
費
の

増
加
等
が
徐
々
に
財
政
を

圧
迫
し
、
２９
年
度
一
般
会

計
決
算
で
は
、
基
金
総
額

は
７３
億
円
あ
る
も
の
の
、

町
独
自
の
判
断
で
柔
軟
に

支
出
可
能
な
財
政
調
整
基

金
は
２２
億
円
と
減
少
し
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

財
政
状
況
で
も
交
通
問
題
、

都
市
基
盤
整
備
、
地
域
振

興
、
産
業
振
興
、
福
祉
、

教
育
等
、
解
決
す
べ
き
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。
そ

こ
で
町
の
行
財
政
運
営
の

方
針
と
具
現
化
へ
の
手
法

に
つ
い
て
町
長
、
教
育
長

に
伺
う
。

町
長　
平
成
３1
年
度
予
算

で
は
、
経
常
収
支
比
率
を

約
９5
％
と
見
込
ん
で
い
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
さ

ら
な
る
財
源
確
保
の
努
力

と
と
も
に
、
真
に
必
要
な

事
業
の
選
択
と
徹
底
し
た

歳
出
削
減
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
第
５
次
長
期
総
合
計
画

の
策
定
に
着
手
し
た
が
、

施
策
・
事
業
の
効
果
検
証

を
行
う
と
と
も
に
、
超
少

子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と

地
域
の
特
色
を
考
慮
し
た

施
策
展
開
を
視
野
に
入
れ
、

効
率
的
で
実
効
性
の
高
い

施
策
を
構
築
す
る
な
ど
、

町
が
進
む
べ
き
方
向
を
し

っ
か
り
と
見
極
め
て
い
く
。

財
源
確
保
の
努
力
と

真
に
必
要
な
事
業
の
選
択

森　
　
亘　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

町
長

町内 2 園の定員拡充に向け
予算化している

質
問　
子
供
の
問
題
は
、

町
の
重
要
課
題
の
一
つ
で

あ
る
。
町
の
活
性
化
・
町

の
将
来
の
た
め
に
は
、

「
こ
の
町
で
子
育
て
を
し

た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
だ
と
思
い
、

次
の
点
に
つ
い
て
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

問
①
　
保
育
料
に
つ
い
て

第
２
子
以
降
を
無
償
化
す

る
な
ど
し
、
負
担
軽
減
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

ま
た
、
定
員
な
ど
保
育
の

質
は
保
た
れ
て
い
る
か
。

町
長　
国
の
1０
月
か
ら
の

保
育
料
無
償
化
に
よ
り
、

３
歳
以
上
の
保
育
料
が
無

料
と
な
る
。
２
歳
以
下
に

つ
い
て
は
、
２８
年
度
か
ら

多
子
世
帯
の
特
例
措
置
で

減
免
し
て
い
る
。
定
員
に

つ
い
て
は
、
町
内
２
園
の

定
員
拡
充
に
向
け
て
予
算

化
し
て
い
る
。
質
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
保
育
士
研

修
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

問
②
　
各
地
区
に
子
ど
も

食
堂
が
必
要
だ
と
思
う
が

拡
充
に
向
け
た
町
の
支
援

は
。

町
長
　
現
在
、
武
蔵
野
地

区
の
子
ど
も
食
堂
に
つ
い

て
は
側
面
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
行
政
主
体
で
各
地

区
に
拡
充
、
支
援
す
る
考

え
は
な
い
が
、
協
働
の
視

点
を
基
本
と
し
、
町
全
体

を
捉
え
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。�

元気に遊ぶ子供たち（石畑保育園）

町
の
行
財
政
運
営
の
方
針
と

 

具
現
化
へ
の
手
法
を
問
う

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

空
き
家
の
対
策
と

活
用
は

町
長
　
民
間
に
よ
る
利

活
用
が
望
ま
し
い
。　

瑞穂町農畜産物直売所
「ふれっしゅはうす」について問う

町
長

町長

瑞穂町
市　部
西多摩町村

経常収支比率とは
年間の収入に対して、必要経費の割合を％で示したもの。

経常収支比率比較表


